
　　 現金・預金 0 　   流動負債合計 0

 　　未収入金 837,000 　固定負債

　   　　流動資産合計 837,000 　   固定負債合計 0

 負債合計 0

　　　特定資産 39,570,692

　　　　「ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進
　　　　ファンド」基金

39,570,692 　指定正味財産期首残高 0

　　　　　固定資産合計 39,570,692 　指定正味財産 40,407,692

　　正味財産合計 40,407,692

 資産合計 40,407,692  負債及び正味財産の部合計 40,407,692

正味財産の部

　固定資産

令和６年度     貸借対照表    (令和7年3月31日現在)

ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進事業実行委員会

(円)

資産の部

　流動資産

負債の部

　流動負債
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科目 当年度
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　(1)経常収益
　　　　その他収益 9,622,308
　　　　　受取利息 0
　　　　　指定正味財産から振替額 9,622,308
　　　経常収益計 9,622,308
　　(2)経常費用
　　　　事業費 9,328,000
　　　　　支払補助金（※） 9,240,000
　　　　　委託費　 88,000
　　　　管理費 294,308
　　　　　消耗品費 20,118
　　　　　諸謝金 266,000
　　　　　支払手数料 8,190
　　　経常費用合計 9,622,308
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 0
　　　　基本財産評価損益等 0
　　　　特定資産評価損益等 0
　　　　投資有価証券評価損益等 0
　　　　評価損益等計 0
　　　　当期経常増減額 0

　２．経常外増減の部
　　(1)経常外収益
　　　経常外収益計 0
　　(2)経常外費用
　　　経常外費用計 0
　　　　当期経常外増減額 0
　　　　当期一般正味財産増減額 0
　　　　一般正味財産期首残高 0
　　　　一般正味財産期末残高 0
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　受取補助金等 50,000,000
　　受取寄附金 30,000
　　一般正味財産への振替額 △ 9,622,308
　　　　当期指定正味財産増減額 40,407,692
　　　　指定正味財産期首残高 0
　　　　指定正味財産期末残高 40,407,692
Ⅲ　正味財産期末残高 40,407,692

（※）支払補助金　交付額 10,077,000
返還額 △ 837,000 （未収入金）
確定額 9,240,000

（単位：円）

正味財産増減計算書

令和６年４月１８日から令和７年３月３１日まで
ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進事業実行委員会
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ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進事業実行委員会 

令和６年度 事業実施状況について 

 

 

Ⅰ ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進事業実行委員会について 

１ 総会 

開催概要 議事等 

第１回 

【日時】 

１０月２８日（月） 

午後２時～３時 

・ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進事業実行委員会会則等について 

・ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進事業実行委員会役員・委員等の選任に

ついて 

・ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進事業助成金交付申請第一次審査 

（書類審査） 

第２回 

【日時】 

１１月１１日（月） 

午後１時３０分～５時 

・ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進事業実行委員会公開基準について 

・ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進事業助成金交付申請第二次審査 

（プレゼンテーション） 

 

２ その他 

開催概要 議事等 

成果報告会 

【日時】 

４月２１日（月） 

午後１時３０分～３時 

・令和６年度「ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進ファンド」事業成果報告 

 

 

Ⅱ 「ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進ファンド」基金状況について 

（単位：円）  

種別 期首残高 
期中増減額 

期末残高 
増 減 

現預金、未収入金 0 50,030,000 9,622,308 ※40,407,692 

計 0 50,030,000 9,622,308 40,407,692 

<期中増減額内訳> 

増加      減少 

品川区補助金収入 50,000,000円    事業費支出     9,328,000円 

寄附金収入      30,000円    管理費支出      294,308円 

50,030,000円              9,622,308円 

 

※期末残高について          

預金残高 39,570,692円          

未収入金   837,000円（補助金の返還手続中のため、期末現在未収入の額） 

     40,407,692円          
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Ⅲ 「ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進ファンド」事業について 

１ 応募状況 

 令和６年９月１日から１０月４日までの期間で提案を募集した。 

（１）件数  

全１１事業 

（２）分野  

母子保健、高齢者福祉、情報セキュリティ、夫婦協働・働き方、環境、教育、 

子どもの居場所、一時保育、地域コミュニティ 

 

２ 第一次審査（書類審査） 

令和６年１０月２８日に第一次審査(書類審査)を実施した。 

（１）審査基準 

「ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進ファンド実施要領」の「６．申請できる企業・団体等」と、

「７．対象となる事業」に記載している申請条件を満たしているか。 

＜参考＞（※「ウェルビーイング・ＳＤＧｓ推進ファンド実施要領」より抜粋） 

６．申請できる企業・団体等 ※（１）から（４）のいずれかに該当し、（５）の条件を満たす 

（１）日本国内にて次の法人格を取得している団体 

  一般財団法人、一般社団法人、公益財団法人、公益社団法人、社会福祉法人、特定非営利法人 

（２）中小企業：中小企業基本法に基づく中小企業者 

ただし、発行済株式の総数又は出資金額の２分の１以上が同一の大企業の所有に属している会

社、大企業の役員を兼ねている者が役員総数の２分の１を占めている会社は含まない。 

（３）スタートアップ企業：創業５年以内で国内に拠点を持つ上場していない企業に限る 

（４）大学、研究機関：大学、高等専門学校、国立・公設試験研究機関、研究開発を行っている独

立行政法人及び公益法人 

（５）応募時に、過去３年分の財務諸表を提出できる企業・団体等（活動実績が３年に満たない場

合は、最低１年以上の財務諸表を提出できる企業・団体等に限る） 

７．対象となる事業 ※（１）から（５）の全てを満たす 

（１）区の課題に的確に応える提案であり、区を実証実験のフィールドとする事業 

（２）公益性のある事業であり、一定の課題の解決や社会的要請に応えることができ、具体的な成 

果が見込まれる事業 

（３）予算の見積もりが適正であり、提案の翌年度以降、助成がなくても提案者によって実施する 

ことが可能な事業 

(４) 先駆性、新しい視点、アイデアなどが含まれており、提案者の専門性や強みを生かした事業 

(５) 国や地方公共団体から補助金等の交付を受けていない事業 

 

（２）審査結果 

①第一次審査通過   ６事業 

②第一次審査不採用  ５事業 

 

３ 第二次審査（プレゼンテーション） 

令和６年１１月１１日に第一次審査（書類審査）を通過した６事業を対象に第二次審査(プレゼン

テーション)を実施した。 

※１事業者３０分：説明（１０分）→質疑（１５分）→採点（５分） 
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（１）審査方法 

審査員が各評定項目について採点を行い、全審査員の総合評価に基づき、選定した。 

①評価点の考え方について 

    審査員の採点を評定項目ごとに平均し、提案事業ごとに合計点を算出し、評価点とする。 

②最低基準について 

評価点１００点満点中６０点を最低基準点とし、最低基準点を満たさない場合は原則選定し

ない。 

＜評定項目＞ 

 評定項目 内容 

事業目的（必要性） 

（２０点） 

・事業の目的が明確で、ファンドの目的に合致しているか。 

・地域ニーズや地域課題、社会課題を正確に理解し、課題に対する具体的な

解決策が示されているか。ＳＤＧｓに資する事業であるか。 

内容（有効性） 

（３０点） 

・事業の内容が具体的で、目的と整合したものになっているか。 

・事業計画・スケジュールが具体的で、実現可能なものになっているか。 

実施体制 

（１５点） 

・実施体制（財務状況、人材、技術等）や責任体制が明確で、計画的な事業

実施が期待できるか。 

成果 

（１５点） 
・成果（時期、数値、指標、状態など）が具体的で計測可能か。 

コスト 

（１０点） 

・収支のバランスがとれ、費用の使途は事業目的に対し妥当か。 

・積算根拠が具体的かつ妥当に記載されているか。 

・資金計画が具体的であり、資金確保が考えられているか。 

将来性 

（１０点） 

・今後の事業の発展性が期待できるか。 

・助成終了後も事業の継続が期待できるか。 

・提案事業者の強みや専門性、独自性、先駆性が発揮できる内容であり、 

またそれが具体的に示されているか。 

（２）審査結果 

①第二次審査通過・選定  ４事業 

②第二次審査不選定    ２事業 
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４ 各事業成果報告 

令和７年４月２１日に選定４事業の成果報告会を開催した。事業実施状況は下表のとおりであ

る。 

事業者名 事業概要＜①目的 ②内容 ③効果 ④継続性＞ 

助成金額 

(総事業費） 

①計画  

②実績 

主な 

ＳＤＧｓ

のゴール 

株式会社 

ラヴィプラス 

（4th Place） 

申請事業名:拠点型テーマ発見コミュニティの運営 

①目的 

これまでオンラインや公園、都度確保するスペースで活動を行ってきたが、

「ここにいけば何かが生まれそう」と思える「場所」を作り、その場所を通し

て世代間交流や活動の幅を広げ、新プロジェクトの創出をめざす。 

②内容 

子どもにとっての学校・家庭・塾以外の居場所を創出するため、区内の施設

をフリースペースとして開放し、そこに集まった子どもや若者が交流するこ

とで、子どもたちが自ら考え成長するきっかけを生み出す。 

③効果 

区民・地域 

・子どもたちが新しい友達(世代問わず）に出会うことによる変化 

・子どもの成長トリガー等の分析 

・若者のやりたい！をカタチにする機会の創出 

企業・団体 

・武蔵小山での拠点つくり  ・認知拡大と集客促進 

④継続性 

複数の社会的課題に取り組むことで持続可能な運営体制の確立を目指す。 

・若者のキャリア支援     ・大人のコミュニティ形成 

・複合的な収益構造の確立（イベント等による収入、企業との協働や協賛） 

 

①計画 

\4,780,000 

(\10,475,080) 

②実績 

\4,780,000 

(\10,736,603) 

 

一般社団法人 

めぐもり 

申請事業名:目黒駅前ウェルビーイング up プロジェクト 

①目的 

これまで目黒駅前地域で活動を行う中で、一人暮らしをするシニア世代の

孤独・孤立や孤独を感じる若者世代の存在、子育て世帯間・世代間の交流

の不足を認識しており、各種イベントを通じて人々の交流をめざす。 

②内容 

ミニミニまつり（縁日）、CCC 目黒、目黒駅前カイギ、ハロウィンイベント、シ

ェアガーデン収穫祭、いぃ運動会、目黒街角クリスマス、まちなか 防災、街

焚き火などの各種イベントを実施する。 

③効果 

区民・地域 

・街に対する愛着心や充実感  ・防災意識の向上 

・世代間交流            ・シニアの孤独孤立対策 

企業・団体 

・人材（プロボノ・ボランティア）  ・地域連携（町会・商店街等） 

・企業連携               ・認知度向上 

①計画 

\3,484,000 

(\4,774,842) 

②実績 

\3,029,000 

(\3,861,988) 
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④継続性 

地域住民や企業、参加者等のつながりを活かし、サポートスタッフの確保と

活動費を生み出す取り組みに力を入れていく。 

特定非営利 

活動法人 

みんなの食育 

申請事業名:こみゅにてぃぷらざ八潮をめぐるリジェネラティブなまちづくり 

①目的 

こみゅにてぃぷらざ八潮をコアにして、周辺の自然環境を活かした三世代

が集うことができる場を、既存の資源を再利用して創出する。 

②内容 

昔遊び、ＳＤＧｓゲーム、子ども相談受付などを通じた子どもの居場所づくり

や土壌リフレッシュセンタ―の実践、土壌リフレッシュマイスターの認証、親

子で無農薬・無化学肥料の畑の運営、サーキュラーエコノミー講座・ワーク

ショップを開催する。 

③効果 

区民・地域 

・子どもを通じた世帯同士のつながり ・三世代の交流場所 

・ネーチャーポジティブな意識の向上 ・土の再生 

企業・団体 ・団体の活性化 

④継続性 

・研修参加の会費収入・土壌再生費用収入 

・研修参加・土壌再生を返礼品としたふるさと納税の利用 

・ふるさと納税による大学寄付事業の利用 

①計画 

\1,026,000 

(\2,003,544) 

②実績 

\644,000 

(\805,612) 

 

一般社団法人 

Ｎボノ 

申請事業名:教育版Minecraftで目指すＳＤＧｓシティしながわ 

①目的 

教育版 Minecraft を活用した Minecraft カップを通じて、大人と子ど

もたちが一緒にＳＤＧｓや社会課題について学びあう機会を創出する

とともに品川区の子どもたちが自分たちの街づくりについて考えるき

っかけを作ることで、社会課題と解決方法を自ら考え、実現できる人材

を地域に増やすことをめざす。 

②内容 

・教育版 Minecraft - ゲートシティ大崎ワールド制作＋発表 

・教育版 Minecraft - エネルギーワークショップ 

・教育版 Minecraft - プログラミングワークショップ 

・教育版 Minecraft - 体験ワークショップ 

③効果 

区民・地域 

・ＳＤＧｓ/社会課題への関心  ・プログラミングの有効性の実感 

・デジタルものづくりへの関心 

企業・団体 

・新規ノウハウの習得     ・新たな協力人材の獲得 

・企業ネットワークの拡大   ・ＳＤＧｓ/社会課題への関心 

・デジタルものづくりへの関心 ・大阪関西万博の登壇    

④継続性 

教育版Minecraftを活用した新規事業を創出するとともに、プログラミ

ング教育を品川区全域に幅広く拡大していく。 

①計画 

\787,000 

(\984,720) 

②実績 

\787,000 

(\985,593) 
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